
大山田地区 

大1～ 

 
  

11:公の施設が減
るが災害時の避
難及び救助等に
対応できるのか 

26:廃止施設の民
間への売却また
は産業活性化に 

20:福祉センター
と支所機能を確
保（現状維持）す
ることは可能な
のか 

32:撤去する費用
は交付税算入し
てくれるとのこ
とであるが、本当
に確保可能なの
か。 

31:小規模集会施
設の固定資産税
の減免を考えて
ほしい （同意見
１） 

7:現状のサービ
スを確保するた
めには廃止して
欲しくない。 

23:内部及び検討
委員会で充分練
った中間案と思
う。本当に本日の
意見が反映され
るのか疑問 

21:複合施設で今
まで通りのサー
ビスが対応でき
るのか。面積を含
めて。 

25:小規模集会場
の縮小の具体的
な方策は？ 

3:伊賀市全体で
の意見交換会を
持つべき。単体の
地域のみでは議
論ができないの
では 

1:市民センター
を上野方式にす
れば公民館との
併用は可能と思
う。（３人体制）
市民センターの
公民館への移動
は賛成 

2:伊賀市全体の
計画（案）がなけ
れば判断が難し
い 

12:支所、環境改
善センターの廃
止後の利用方法
は？ 

13:廃止した施設
の跡地について
は、自然豊かな状
況に復旧しても
らえるのか 

18:建物の取り壊
し及び敷地の復
旧も計画に入れ
てほしい 

15:支所機能を今
まで通り山田地
域へ集約した型
でいいのか 

16:大山田福祉セ
ンターの規模で
現在の支所機能
を維持していけ
るか 
17:福祉機能・・・
介護保険事業所
の維持は可能か 

14:消防ポンプ庫
など消防団施設
も複合化で支所
付近に 

10:地域にとって
必要な施設（場
所・機能）ならば
耐震化してでも
残す必要がある 

19:災害時の避難
場所の確保はで
きているか 



大３３～ 

 
  

33:福祉セン
ターの改修が
必要（雨漏り
など） 

34:福祉セン
ターへ支所が
移ると社協業
務との複合は
部屋数等不足
する 

39:支所、改善
センター、市
民センターが
な く な っ た
後、用地利用
はどうするの
か 

38:市民セン
ターが自治セ
ンター化計画
との関連 

46:どの施設も全
て大切で廃止は
出来ない 

47:周辺部が数
のバランスで切
り捨てになる方
向なのではない
か 

37:支所が複合
施設に入って、
「大きな支所」
が実現できる
のか 

52:「地方再生」
とは名ばかり。国
の方針に逆行し
ているのではな
いか 

36:合併時から
今日の姿は予
測出来たと思
うが、市民セン
ター他の箱物
を多く建てて
きたのはなぜ
か 

35: 現福祉セ
ンターでは、支
所機能と福祉機
能を確保できる
か。面積不足で
はないか （同
意見１） 



大53～ 

 
  

55:ふれあい
プラザさる
びのは縮小
はどうか？
９１．３％な
のに 

53:大山田温泉が
気になります。施
設は残して欲し
いので運営方法
などを考えて欲
しいです。ただ、
縮小するのでは
なく来客が多く
なる方法を考え
て欲しいです。 

57:大山田農村
環境改善センタ
ーの複合化はそ
の建物に代わる
ものは他にある
とは思わない 

58:改善センタ
ーホールが取り
壊しとなれば、
大イベント時の
会場使用料が負
担となる 

63:サークル活動
はどこでしたら
いいの？ 

64:支所が福祉セ
ンターへとの事
だが、保健センタ
ーの今後の活用
の方向性はどう
なるの？ 

61:阿波診療所
は耐震性を持
ったものに 

60:阿波診療所
利用者はどう
か？継続は必
要か？ 

69:支所が公民館
へ移設しても資
料備品の保管場
所があるか 

70:公民館に
市民センター
が入っても機
能できるスペ
ースがない 

65:市民センター
の機能今よりも機
能を多く持たす。
職員も市民センタ
ーへ増員すれば 

67:６箇町村
の延床面積
を全て均一
にすること 

66:布引地区市民
センターについ
て、導線整備がさ
れておらず災害
時対応が出来て
いない（県道２号
線） 

72:趣味のクラブ
は少々金額の施
設へ移り、関連施
設は廃止するこ
と 

59:中間案に対
して本計画実
施後の利用方
法についての
明示がない。長
期計画が欲し
い 

74:旧中央
公民館はど
うするのか 

73:大山田
西保育園は
ど う す る
の？ 

71:小規模
集会施設の
縮小とは補
助が０とい
うことか 

75:大山田
郷土資料館
の表示が違
う。Ｐ１９
は複合化、
Ｐ２８は検
討 

住民が大勢で集
会する時、どん
ぐりホールで入
らない時は？ 



大76～ 

 
  

96:さるびの
は公共温泉に
し、料金差は
公共で 

86:住民の移動
手段の確保。コ
ミバス（交通弱
者） 

83:今なぜこの
問題なの（遅い
のでは） 

78: 市 の
責任の割
合はどの
位か 

84:大山田改善
センターのホ
ールはある程
度の設備が揃
っているため
中学生が利用
しています。他
の場所は？ 

85:市民セン
ターの統合。
支所機能を市
民センターに
移行 

103:せせらぎ
運動公園の処
遇は？がって
んがいかない 

99:財政面から仕方
がないかもしれな
いが、これで若い人
が住みたいと思う
か 

98:施設は一箇所に
集合、複合化して多
機能施設とする 

104:本庁に地
域振興監を２
～３名配置し、
きめ細かく各
地域の特性を
生かす 

82: 支 所
をまとめ
る 

97:せせらぎ
運動公園施設
管理は公共負
担 

100:縮小、複合化、
各地域人口だけで
は割り切れない部
分もある。適性、公
平に縮小、複合化を
進めて欲しい 

76-2:今の支所
や市 の態 勢は
「地域が疲弊し
ていく」 

105:旧大山田
の施設に村民
の想いが充満
している。市主
導で施設の有
無を決定すべ
きではない 

106:住民がア
ホしてたら、行
政はボンクラ
してあかん 

107:市も議会
も霞ヶ関みた
いではあかん。
住民が主体 

90:阿波診療所はお
年寄りの方には必
要であるので継続
して欲しい （同意
見１） 

89:さるびの温泉の施
設内に阿波診療所を
併設。ふるさと創生資
金の本来の使用目的
に使う。デイサービス
の受入施設の増。 

88:大山田温泉は伊賀市内をみても
年間利用者が多く稼働率が高い。民
間の経営に移ってでも残していく
対策対応が必要ではないか。 

77：大山田公民
館には和室が
無いので、改善
してもらえる
と改善センタ
ーの和室の代
わりになるの
では 

81：大山田支
所 を 廃 止 し
て、窓口業務
は市民センタ
ーを充実 

87：投票所設置 
阿波地区は阿波
地区市民センタ
ーに集約化。交通
の便が良くなっ
ている。１投票所
の人数が少なく
なっている。 

92：人口が減少している
ので複合化して使える施
設を最大限に利用しても
らいたい。せせらぎ運動
公園をしっかり修繕して
もらい、他市より利用者
を呼びたい 

95：ふれいあプラザさ
るびのの方向性は「拡
充」に。稼働率も高く、
今後も温泉付デイケア
としての機能は需要が
多い 

79：ふれあい
プラザは高齢
化の件で必要
な施設で直営 

93：改善センターのよ
うな大規模集会所の
廃止はよくない。つま
り大山田地区にはこ
うした施設は一つ残
すべきである。簡単に
民間施設を利用でき
るものは地区内に無
い。 

76-1:総合計画の
キャッチフレー
ズ「地域がかかが
く」でが 

76-3:これが
伊賀市の姿
勢ではない
のか 

出張所に格
下げ 

108：小規模施設
は地区へ無償譲
渡すると共に譲
渡後の施設改修
などの補助を手
厚くすることは
大切。また難しい
話だが、譲渡せ
ず、管理運営は地
区がするとして、
市で建替えのお
金を貯めていっ
てもらえないか
検討されたい 

91：地区集会
所建替え 

資料館を地区の委員会の
活動場所に。観光協会が
上野と合併したため 


